
(57)【要約】

【課題】呼吸動作信号を用いて車両内の人体の存在を検

知する。

【解決手段】呼吸による胸の動作を検出し、これを電気

信号によって表した呼吸動作信号を得、この信号の波形

に基づいて呼吸動作であるかどうか判断し、呼吸動作で

あった場合に人体が存在することを検知する。またその

際、外乱によって生ずるノイズが信号に含まれ誤った検

知がされるのを避けるようにする。

【選択図】　　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
呼 吸 に よ る 胸 の 動 作 を 検 出 し 、 こ れ を 電 気 信 号 に よ っ て 表 し た 呼 吸 動 作 信 号 を 得 、 該 呼 吸
動 作 信 号 の 波 形 の プ ラ ス 側 又 は マ イ ナ ス 側 の ピ ー ク の 時 間 （ Ｔ （ ｎ ） ） を 検 出 し 、 該 ピ ー
ク の 時 間 か ら ピ ー ク 間 の 時 間 （ Δ Ｔ （ ｎ ） ） を 求 め 、 該 ピ ー ク 間 の 時 間 （ Δ Ｔ （ ｎ ） ） か
ら ピ ー ク 間 の 時 間 の 差 （ Δ ｔ （ ｎ ） ） を 求 め 、 該 ピ ー ク 間 の 時 間 の 差 （ Δ ｔ （ ｎ ） ） が 所
定 の 値 （ Ｔ ｔ ｈ ） よ り 小 さ い 場 合 、 人 体 の 存 在 を 検 知 す る 車 両 内 人 体 検 知 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 ピ ー ク 間 の 時 間 の 差 （ Δ ｔ （ ｎ ） ） が 所 定 の 値 （ Ｔ ｔ ｈ ） よ り 小 さ い 回 数 を カ ウ ン タ
に よ り カ ウ ン ト し 、 カ ウ ン ト 数 が 所 定 回 数 （ Ｃ ｔ ｈ ） よ り 多 い 場 合 人 体 の 存 在 を 検 知 す る
、 請 求 項 １ に 記 載 の 車 両 内 人 体 検 知 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ピ ー ク の レ ベ ル が 所 定 の レ ベ ル （ Ｖ ｔ ｈ １ ） よ り 大 き く な い 場 合 、 前 記 カ ウ ン タ を リ
セ ッ ト す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 車 両 内 人 体 検 知 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ピ ー ク 間 の 時 間 の 差 （ Δ ｔ （ ｎ ） ） が 所 定 の 値 （ Ｔ ｔ ｈ ） よ り 小 さ く 、 か つ 前 記 ピ ー
ク の レ ベ ル が 所 定 の レ ベ ル （ Ｖ ｔ ｈ ２ ） よ り 大 き い 場 合 人 体 の 存 在 を 検 知 す る 、 請 求 項 １
に 記 載 の 車 両 内 人 体 検 知 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 カ ウ ン ト 数 が 所 定 回 数 （ Ｃ ｔ ｈ ） よ り 多 く 、 か つ 前 記 ピ ー ク の レ ベ ル が 所 定 の レ ベ ル
（ Ｖ ｔ ｈ ２ ） よ り 大 き い 場 合 人 体 の 存 在 を 検 知 す る 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 車 両 内 人 体 検 知 方
法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 カ ウ ン タ が リ セ ッ ト さ れ ず 、 カ ウ ン ト 数 が 所 定 回 数 （ Ｃ ｔ ｈ ） よ り 多 く 、 か つ 前 記 ピ
ー ク の レ ベ ル が 所 定 の レ ベ ル （ Ｖ ｔ ｈ ２ ） よ り 大 き い 場 合 人 体 の 存 在 を 検 知 す る 、 請 求 項
３ に 記 載 の 車 両 内 人 体 検 知 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 ピ ー ク 間 の 時 間 の 差 （ Δ ｔ （ ｎ ） ） が 所 定 の 値 （ Ｔ ｔ ｈ ） よ り 小 さ い 条 件 及 び 前 記 ピ
ー ク の レ ベ ル が 所 定 の レ ベ ル （ Ｖ ｔ ｈ １ ） よ り 大 き い 条 件 の ２ つ の 条 件 （ 条 件 １ ） が 満 た
さ れ 、 か つ 前 記 ピ ー ク の レ ベ ル が 所 定 の レ ベ ル （ Ｖ ｔ ｈ ２ ） よ り 大 き い 条 件 （ 条 件 ２ ） が
満 た さ れ た と き に 、 人 体 の 存 在 を 検 知 す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 車 両 内 人 体 検 知 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 ピ ー ク が プ ラ ス 及 び マ イ ナ ス の 両 方 に お い て 、 ピ ー ク 間 の 時 間 の 差 （ Δ ｔ （ ｎ ） ） が
所 定 の 値 （ Ｔ ｔ ｈ ） よ り 小 さ い 条 件 及 び 前 記 ピ ー ク の レ ベ ル が 所 定 の レ ベ ル （ Ｖ ｔ ｈ １ ）
よ り 大 き い 条 件 の ２ つ の 条 件 （ 条 件 １ ） が 満 た さ れ 、 か つ 前 記 ピ ー ク の レ ベ ル が 所 定 の レ
ベ ル （ Ｖ ｔ ｈ ２ ） よ り 大 き い 条 件 （ 条 件 ２ ） が 満 た さ れ た と き に 、 人 体 の 存 在 を 検 知 す る
、 請 求 項 １ に 記 載 の 車 両 内 人 体 検 知 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 条 件 １ 及 び 条 件 ２ が そ れ ぞ れ 所 定 回 数 満 た さ れ た と き ホ ー ル ド さ れ 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 か ら
出 力 さ れ て 人 体 の 存 在 を 検 知 す る 、 請 求 項 ７ 又 は ８ に 記 載 の 車 両 内 人 体 検 知 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 条 件 １ 及 び 条 件 ２ が そ れ ぞ れ 所 定 回 数 満 た さ れ た と き ホ ー ル ド さ れ 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 か ら
出 力 さ れ 、 該 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 の 出 力 が ホ ー ル ド さ れ 次 の Ａ Ｎ Ｄ 回 路 に 入 力 し 、 前 記 プ ラ ス 側 及
び マ イ ナ ス 側 で 該 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 の 条 件 を 満 た し た と き 、 人 体 の 存 在 を 検 知 す る 、 請 求 項 ８ に
記 載 の 車 両 内 人 体 検 知 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 ピ ー ク 間 の 時 間 （ Δ Ｔ （ ｎ ） ） が 所 定 の 時 間 の 範 囲 内 に あ る 場 合 、 人 体 の 存 在 を 検 知
す る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 車 両 内 人 体 検 知 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
呼 吸 に よ る 胸 の 動 作 を 検 出 し 、 こ れ を 電 気 信 号 に よ っ て 表 し た 呼 吸 動 作 信 号 を 得 、 該 呼 吸

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-61308 A 2004.2.26



動 作 信 号 の 波 形 の 立 ち 上 が り 又 は 立 下 り の 時 間 （ Ｔ ｕ （ ｎ ） ） を 検 出 し 、 該 立 ち 上 が り 又
は 立 下 り の 時 間 か ら 立 ち 上 が り 又 は 立 下 り の 時 間 の 時 間 間 隔 （ Δ Ｔ ｕ （ ｎ ） ） を 求 め 、 該
時 間 間 隔 （ Δ Ｔ ｕ （ ｎ ） ） か ら 時 間 間 隔 の 差 （ Δ ｔ ｕ （ ｎ ） ） を 求 め 、 該 時 間 間 隔 の 差 （
Δ ｔ ｕ （ ｎ ） ） が 所 定 の 値 （ Ｔ ｕ ｔ ｈ ） よ り 小 さ い 回 数 を カ ウ ン タ に よ り カ ウ ン ト し 、 カ
ウ ン ト 数 が 所 定 回 数 （ Ｃ ｔ ｈ ） よ り 多 い 場 合 、 人 体 の 存 在 を 検 知 す る 車 両 内 人 体 検 知 方 法
。
【 請 求 項 １ ３ 】
呼 吸 に よ る 胸 の 動 作 を 検 出 し 、 こ れ を 電 気 信 号 に よ っ て 表 し た 呼 吸 動 作 信 号 を 得 、 該 呼 吸
動 作 信 号 の 波 形 の 幅 の 時 間 （ Δ Ｔ ｕ ｄ （ ｎ ） ） を 検 出 し 、 該 波 形 の 幅 の 時 間 か ら 幅 の 時 間
の 差 （ Δ ｔ ｕ ｄ （ ｎ ） ） を 求 め 、 該 幅 の 時 間 の 差 （ Δ ｔ ｕ ｄ （ ｎ ） ） が 所 定 の 値 （ Ｔ ｕ ｄ
ｔ ｈ ） よ り 小 さ い 回 数 を カ ウ ン タ に よ り カ ウ ン ト し 、 カ ウ ン ト 数 が 所 定 回 数 （ Ｃ ｔ ｈ ） よ
り 多 い 場 合 、 人 体 の 存 在 を 検 知 す る 車 両 内 人 体 検 知 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
呼 吸 に よ る 胸 の 動 作 を 検 出 し 、 こ れ を 電 気 信 号 に よ っ て 表 し た 呼 吸 動 作 信 号 を 得 、 該 呼 吸
動 作 信 号 の 波 形 の プ ラ ス の ピ ー ク と マ イ ナ ス の ピ ー ク の 時 間 を 検 出 し 、 前 記 プ ラ ス の ピ ー
ク か ら 次 の プ ラ ス の ピ ー ク ま で の 時 間 に 対 す る プ ラ ス の ピ ー ク か ら マ イ ナ ス の ピ ー ク ま で
の 時 間 又 は マ イ ナ ス の ピ ー ク か ら プ ラ ス の ピ ー ク ま で の 時 間 の 比 率 を 求 め 、 該 比 率 が 所 定
の 範 囲 に あ る 回 数 を カ ウ ン タ に よ り カ ウ ン ト し 、 カ ウ ン ト 数 が 所 定 回 数 （ Ｃ ｔ ｈ ） よ り 多
い 場 合 、 人 体 の 存 在 を 検 知 す る 車 両 内 人 体 検 知 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 マ イ ナ ス の ピ ー ク か ら 次 の マ イ ナ ス の ピ ー ク ま で の 時 間 に 対 す る プ ラ ス の ピ ー ク か ら
マ イ ナ ス の ピ ー ク ま で の 時 間 又 は マ イ ナ ス の ピ ー ク か ら プ ラ ス の ピ ー ク ま で の 時 間 の 比 率
を 求 め る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 車 両 内 人 体 検 知 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 比 率 が 所 定 の 範 囲 に あ る 回 数 を カ ウ ン タ に よ り カ ウ ン ト し 、 カ ウ ン ト 数 が 所 定 回 数 （
Ｃ ｔ ｈ ） よ り 多 く 、 か つ 前 記 呼 吸 動 作 信 号 の 波 形 の ピ ー ク 間 の 時 間 の 差 （ Δ ｔ （ ｎ ） ） が
所 定 の 値 （ Ｔ ｔ ｈ ） よ り 小 さ い 場 合 、 人 体 の 存 在 を 検 知 す る 車 請 求 項 １ ４ 又 は １ ５ に 記 載
の 人 体 検 知 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 比 率 が 所 定 の 範 囲 に あ る 回 数 を カ ウ ン タ に よ り カ ウ ン ト し 、 カ ウ ン ト 数 が 所 定 回 数 （
Ｃ ｔ ｈ ） よ り 多 く 、 か つ 前 記 呼 吸 動 作 信 号 の 波 形 の ピ ー ク 間 の 時 間 の 差 （ Δ ｔ （ ｎ ） ） が
所 定 の 値 （ Ｔ ｔ ｈ ） よ り 小 さ い 回 数 を カ ウ ン タ に よ り カ ウ ン ト し 、 カ ウ ン ト 数 が 所 定 回 数
（ Ｃ ｔ ｈ ） よ り 多 い 場 合 、 人 体 の 存 在 を 検 知 す る 車 請 求 項 １ ４ 又 は １ ５ に 記 載 の 人 体 検 知
方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 人 体 の 存 在 を 検 知 す る 方 法 に 関 し 、 特 に 車 両 内 の 人 体 の 存 在 を 検 知 す る 方 法 に 関
す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
レ ー ダ セ ン サ や 超 音 波 セ ン サ 等 を 用 い て 車 両 内 の 人 の 動 き を 検 知 す る こ と が 行 わ れ て い る
。 例 え ば 、 特 表 平 ８ － ５ ０ ７ ７ ０ ６ 号 公 報 （ Ｗ Ｏ ９ ４ ／ ２ ０ ０ ２ １ ） に は 、 人 間 そ の 他 の
動 物 の 呼 吸 運 動 を モ ニ タ ー す る 超 音 波 動 作 モ ニ タ ー に 関 す る 発 明 が 開 示 さ れ て い る 。 ま た
、 特 開 平 ７ － ２ ０ ４ １ ６ ６ 号 公 報 、 及 び 特 許 第 ２ ８ ２ ７ ５ ３ ４ 号 に は 、 圧 電 素 子 に よ っ て
人 体 の 呼 吸 等 に よ る 動 き を 検 出 し 、 人 体 の 存 在 を 検 知 す る こ と が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
夏 の 炎 天 下 で 車 両 内 に 放 置 さ れ た 子 供 が 、 車 両 内 が 高 温 に な っ て 熱 死 す る と い う 事 故 が よ
く 発 生 す る 。 こ の よ う な 痛 ま し い 事 故 の 発 生 を 防 止 す る た め 、 車 両 内 に 人 が 存 在 す る か ど
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う か を 検 知 し 、 車 両 内 が 高 温 と な っ た 場 合 に 何 ら か の 警 報 を 発 す る シ ス テ ム が 考 え ら れ て
い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
本 発 明 は 呼 吸 動 作 信 号 を 用 い て 車 両 内 に い る 幼 児 等 の 人 体 の 存 在 を 検 知 す る こ と を 目 的 と
す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
本 発 明 に よ れ ば 、 呼 吸 に よ る 胸 の 動 作 を 検 出 し 、 こ れ を 電 気 信 号 に よ っ て 表 し た 呼 吸 動 作
信 号 を 得 、 こ の 信 号 の 波 形 に 基 づ い て 呼 吸 動 作 で あ る か ど う か 判 断 し 、 呼 吸 動 作 で あ っ た
場 合 に 人 体 が 存 在 す る こ と を 検 知 す る も の で あ る 。 ま た そ の 際 、 外 乱 に よ っ て 生 ず る ノ イ
ズ が 信 号 に 含 ま れ 誤 っ た 検 知 が さ れ る の を 避 け る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 実 施 例 １ に よ れ ば 、 呼 吸 動 作 信 号 の 波 形 の プ ラ ス 側 又 は マ イ ナ ス 側 の ピ ー ク の 時
間 （ Ｔ （ ｎ ） ） を 検 出 し 、 該 ピ ー ク の 時 間 か ら ピ ー ク 間 の 時 間 （ Δ Ｔ （ ｎ ） ） を 求 め 、 該
ピ ー ク 間 の 時 間 （ Δ Ｔ （ ｎ ） ） か ら ピ ー ク 間 の 時 間 の 差 （ Δ ｔ （ ｎ ） ） を 求 め 、 該 ピ ー ク
間 の 時 間 の 差 （ Δ ｔ （ ｎ ） ） が 所 定 の 値 （ Ｔ ｔ ｈ ） よ り 小 さ い 回 数 を カ ウ ン タ に よ り カ ウ
ン ト し 、 カ ウ ン ト 数 が 所 定 回 数 （ Ｃ ｔ ｈ ） よ り 多 い 場 合 、 人 体 の 存 在 を 検 知 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 の 実 施 例 ２ に よ れ ば 、 呼 吸 動 作 信 号 の 波 形 の 立 ち 上 が り 又 は 立 下 り の 時 間 （ Ｔ ｕ （
ｎ ） ） を 検 出 し 、 該 立 ち 上 が り 又 は 立 下 り の 時 間 か ら 立 ち 上 が り 又 は 立 下 り の 時 間 の 時 間
間 隔 （ Δ Ｔ ｕ （ ｎ ） ） を 求 め 、 該 時 間 間 隔 （ Δ Ｔ ｕ （ ｎ ） ） か ら 時 間 間 隔 の 差 （ Δ ｔ ｕ （
ｎ ） ） を 求 め 、 該 時 間 間 隔 の 差 （ Δ ｔ ｕ （ ｎ ） ） が 所 定 の 値 （ Ｔ ｕ ｔ ｈ ） よ り 小 さ い 回 数
を カ ウ ン タ に よ り カ ウ ン ト し 、 カ ウ ン ト 数 が 所 定 回 数 （ Ｃ ｔ ｈ ） よ り 多 い 場 合 、 人 体 の 存
在 を 検 知 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 実 施 例 ３ に よ れ ば 、 呼 吸 動 作 信 号 の 波 形 の 幅 の 時 間 （ Δ Ｔ ｕ ｄ （ ｎ ） ） を 検 出 し
、 該 波 形 の 幅 の 時 間 か ら 幅 の 時 間 の 差 （ Δ ｔ ｕ ｄ （ ｎ ） ） を 求 め 、 該 幅 の 時 間 の 差 （ Δ ｔ
ｕ ｄ （ ｎ ） ） が 所 定 の 値 （ Ｔ ｕ ｄ ｔ ｈ ） よ り 小 さ い 回 数 を カ ウ ン タ に よ り カ ウ ン ト し 、 カ
ウ ン ト 数 が 所 定 回 数 （ Ｃ ｔ ｈ ） よ り 多 い 場 合 、 人 体 の 存 在 を 検 知 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 の 実 施 例 ４ に よ れ ば 、 呼 吸 動 作 信 号 の 波 形 の プ ラ ス の ピ ー ク と マ イ ナ ス の ピ ー ク の
時 間 を 検 出 し 、 前 記 プ ラ ス の ピ ー ク か ら 次 の プ ラ ス の ピ ー ク ま で の 時 間 に 対 す る プ ラ ス の
ピ ー ク か ら マ イ ナ ス の ピ ー ク ま で の 時 間 又 は マ イ ナ ス の ピ ー ク か ら プ ラ ス の ピ ー ク ま で の
時 間 の 比 率 を 求 め 、 該 比 率 が 所 定 の 範 囲 に あ る 回 数 を カ ウ ン タ に よ り カ ウ ン ト し 、 カ ウ ン
ト 数 が 所 定 回 数 （ Ｃ ｔ ｈ ） よ り 多 い 場 合 、 人 体 の 存 在 を 検 知 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ は 、 本 発 明 の 車 両 内 人 体 検 知 方 法 に 用 い る 人 体 検 知 装 置 の 一 例 を 示 し た も の で あ る 。
１ は セ ン サ 部 で 、 発 信 部 １ １ 、 送 信 部 １ ２ 、 送 信 ア ン テ ナ Ｔ Ａ 、 受 信 ア ン テ ナ Ｒ Ａ 、 受 信
部 １ ３ 、 ミ キ サ 部 １ ４ を 有 す る 。 発 振 部 １ １ の 出 力 は 送 信 部 １ ２ に 送 ら れ 送 信 ア ン テ ナ Ｔ
Ａ か ら 人 体 に 照 射 さ れ る 。 呼 吸 動 作 し て い る 人 体 の 胸 か ら 反 射 さ れ た 反 射 波 は 受 信 ア ン テ
ナ Ｒ Ｔ で 受 信 さ れ 、 受 信 さ れ た 反 射 波 は 受 信 部 １ ３ か ら ミ キ サ 部 １ ４ に 送 ら れ 、 発 信 部 １
１ の 出 力 と 受 信 部 １ ３ の 出 力 と が ミ キ シ ン グ さ れ る 。 ミ キ シ ン グ さ れ た 信 号 は フ ィ ル タ 部
２ に 送 ら れ 、 そ の 出 力 で あ る 呼 吸 動 作 信 号 Ｓ ｂ ｒ が Ａ ／ Ｄ 変 換 器 に 送 ら れ 、 信 号 処 理 部 ４
で 処 理 さ れ 、 人 体 の 存 在 が 検 知 さ れ る 。 信 号 処 理 部 ４ の 出 力 は 警 報 器 ５ に 送 ら れ 、 信 号 処
理 部 ４ で 人 体 が 検 知 さ れ る と 、 必 要 な 場 合 警 報 を 発 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
上 記 人 体 検 知 装 置 の セ ン サ 部 の 構 成 は 呼 吸 動 作 信 号 波 形 を 得 る た め の 一 例 で あ り 、 呼 吸 動
作 信 号 を 得 る た め に は 、 そ の 他 に 超 音 波 や 圧 電 素 子 等 を 用 い る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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本 発 明 に よ れ ば 、 上 記 呼 吸 動 作 信 号 を 処 理 し 、 所 定 の 条 件 を 満 た し た 場 合 に 人 体 の 存 在 を
検 知 す る も の で あ る 。 呼 吸 動 作 信 号 を 処 理 す る の は 、 図 １ に 示 さ れ て い る 信 号 処 理 回 路 ４
で あ り 、 実 施 例 で 説 明 す る フ ロ ー チ ャ ー ト に お け る 検 出 、 計 算 、 判 断 等 は 信 号 処 理 部 で 行
わ れ る 。
〔 実 施 例 １ 〕
図 ２ は 、 人 体 検 知 装 置 に よ っ て 得 ら れ た 人 間 の 呼 吸 動 作 の 信 号 波 形 を 示 し た も の で あ る 。
こ の 信 号 波 形 は 、 図 １ の 人 体 検 知 装 置 の 場 合 、 フ ィ ル タ 部 ２ の 出 力 信 号 の 波 形 で あ る 。 横
軸 は 時 間 （ 秒 ） で あ り 、 縦 軸 は 呼 吸 の 動 作 を 電 圧 （ Ｖ ） で 表 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
実 施 例 １ に よ れ ば 、 図 ２ に 示 さ れ て い る 信 号 波 形 の ピ ー ク の 時 間 を 検 出 し 、 ピ ー ク 間 の 時
間 を 計 算 す る 。 人 間 の 呼 吸 動 作 は 通 常 は ほ ぼ 規 則 的 で あ る た め 、 ピ ー ク 間 の 時 間 Δ Ｔ の 差
Δ ｔ は 通 常 時 は ほ ぼ 一 定 で あ る 。 そ こ で 、 本 発 明 で は ピ ー ク 間 の 時 間 Δ Ｔ の 差 Δ ｔ が 所 定
の 値 よ り 小 さ い と き 、 人 間 の 呼 吸 と し て 検 知 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ３ は 本 発 明 に よ る 人 体 検 出 方 法 を フ ロ ー チ ャ ー ト で 示 し た も の で あ る 。 図 ３ に お い て 、
ま ず 呼 吸 動 作 波 形 の ピ ー ク 時 の 時 間 Ｔ （ ｎ ） を 検 出 す る （ Ｓ １ ） 。 次 に 、 ピ ー ク 間 の 時 間
Δ Ｔ （ ｎ ） ＝ Ｔ （ ｎ ） － Ｔ （ ｎ － １ ） を 計 算 す る （ Ｓ ２ ） 。 そ し て 、 ピ ー ク 間 の 時 間 Δ Ｔ
（ ｎ ） の 差 Δ ｔ （ ｎ ） を 計 算 す る （ Ｓ ３ ） 。 ピ ー ク 間 の 時 間 の 差 Δ ｔ （ ｎ ） は Δ Ｔ （ ｎ ）
と Δ Ｔ （ ｎ － １ ） と の 差 で あ る か ら 、 以 下 の よ う に し て 求 め る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
Δ ｔ （ ｎ ） ＝ ｜ Δ Ｔ （ ｎ ） － Δ Ｔ （ ｎ － １ ） ｜ 　 （ 絶 対 値 ）
こ こ で 、
Δ Ｔ （ ｎ ） ＝ Ｔ （ ｎ ） － Ｔ （ ｎ － １ ） 、
Δ Ｔ （ ｎ － １ ） ＝ Ｔ （ ｎ － １ ） － Ｔ （ ｎ － ２ ）
で あ る 。 人 間 の 呼 吸 の 周 期 は 通 常 の 場 合 ほ ぼ 一 定 で あ り 、 ピ ー ク 間 の 時 間 の 差 Δ ｔ （ ｎ ）
は 極 め て 小 さ い 。 従 っ て 、 こ の 差 が 所 定 の 値 よ り 小 さ け れ ば 、 人 間 の 呼 吸 運 動 で あ る と 判
断 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
そ こ で 、 次 に 、 Δ ｔ （ ｎ ） が 所 定 の 閾 値 Ｔ ｔ ｈ よ り 小 さ い か ど う か 判 断 し （ Ｓ ４ ） 、
Δ ｔ （ ｎ ） ＜ Ｔ ｔ ｈ
で あ れ ば （ Ｙ ｅ ｓ ） 、 呼 吸 動 作 波 形 で あ る と 判 断 し 、 人 体 が 存 在 す る こ と を 検 知 す る （ Ｓ
５ ） 。 Ｓ ４ で Ｎ ｏ で あ れ ば そ の ま ま 終 了 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
な お 、 上 記 実 施 例 で は 、 信 号 波 形 の プ ラ ス 側 の ピ ー ク の 時 間 を 検 出 し 、 人 体 の 存 在 を 検 出
し て い る が 、 信 号 波 形 の マ イ ナ ス 側 の ピ ー ク （ ボ ト ム ） の 時 間 を 検 出 し て 人 体 の 存 在 を 検
知 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ４ は 本 発 明 に よ る 別 の 人 体 検 知 方 法 を フ ロ ー チ ャ ー ト で 示 し た も の で あ る 。 図 ３ に 示 さ
れ た フ ロ ー チ ャ ー ト で は 、 Δ ｔ （ ｎ ） ＜ Ｔ ｔ ｈ で あ る こ と が 検 出 さ れ る と 、 呼 吸 動 作 波 形
で あ る と 判 断 し 、 人 体 が 存 在 す る こ と を 検 知 し て い た 。 こ れ に 対 し て 、 図 ４ に 示 さ れ た フ
ロ ー チ ャ ー ト で は 、 Δ ｔ （ ｎ ） ＜ Ｔ ｔ ｈ で あ る こ と が 所 定 回 数 よ り 多 く 検 出 さ れ た 場 合 に
、 呼 吸 動 作 波 形 で あ る と 判 断 し 、 人 体 が 存 在 す る こ と を 検 知 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ４ に お い て 、 Ｓ １ － Ｓ ４ ま で は 図 ３ に 示 さ れ た フ ロ ー と 同 じ で あ る 。 Ｓ ４ に お い て 、
Δ ｔ （ ｎ ） ＜ Ｔ ｔ ｈ
で あ れ ば （ Ｙ ｅ ｓ ） 、 カ ウ ン タ ー の カ ウ ン ト 値 Ｃ Ｔ を 、 Ｃ Ｔ ＝ Ｃ Ｔ ｎ ＋ １ と す る （ Ｓ ５ ）
。 一 方 、 Ｓ ４ に お い て 、
Δ ｔ （ ｎ ） ＜ Ｔ ｔ ｈ
で な け れ ば （ Ｎ ｏ ） 、 カ ウ ン タ ー の カ ウ ン ト 値 Ｃ Ｔ を リ セ ッ ト し 、 Ｃ Ｔ ＝ ０ と す る （ Ｓ ６
） 。 次 に 、 Ｃ Ｔ が 所 定 の 回 数 Ｃ ｔ ｈ よ り 大 き い か ど う か 判 断 し （ Ｓ ７ ） 、
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Ｃ Ｔ ＞ Ｃ ｔ ｈ
で あ れ ば （ Ｙ ｅ ｓ ） 呼 吸 動 作 波 形 で あ る と 判 断 し 、 人 体 が 存 在 す る こ と を 検 知 し （ Ｓ ８ ）
、 Ｎ ｏ で あ れ ば そ の ま ま 終 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
図 ５ は 、 図 ４ に 示 さ れ た フ ロ ー チ ャ ー ト の 変 形 例 で あ る 。 図 ４ と 異 な る 点 は Ｓ ４ の 次 に Ｓ
４ － １ が 挿 入 さ れ た 点 で あ る 。 図 ５ の Ｓ ４ に お い て 、
Δ ｔ （ ｎ ） ＜ Ｔ ｔ ｈ
と 判 断 さ れ る と （ Ｙ ｅ ｓ ） 、 図 ２ に 示 さ れ た 呼 吸 動 作 信 号 波 形 の ピ ー ク の レ ベ ル Ｖ （ ｎ ）
が 、 所 定 の レ ベ ル Ｖ ｔ ｈ １ （ 図 ２ 参 照 ） よ り 大 き い か ど う か 判 断 さ れ る （ Ｓ ４ － １ ） 。
【 ０ ０ ２ １ 】
Ｖ （ ｎ ） ＞ Ｖ ｔ ｈ １
で あ れ ば （ Ｙ ｅ ｓ ） 、 カ ウ ン タ ー の カ ウ ン ト 値 Ｃ Ｔ を 、 Ｃ Ｔ ＝ Ｃ Ｔ ｎ ＋ １ と す る （ Ｓ ５ ）
。 一 方 、 Ｓ ４ － １ に お い て 、
Ｖ （ ｎ ） ＞ Ｖ ｔ ｈ １
で な け れ ば （ Ｎ ｏ ） 、 カ ウ ン タ ー の カ ウ ン ト 値 Ｃ Ｔ を リ セ ッ ト し 、 Ｃ Ｔ ＝ ０ と す る （ Ｓ ６
） 。 こ れ は 、 呼 吸 動 作 信 号 の ピ ー ク の レ ベ ル Ｖ （ ｎ ） が 所 定 の 値 Ｖ ｔ ｈ １ よ り 小 さ い 場 合
（ Ｓ ４ － １ で Ｎ ｏ の 場 合 ） 、 単 な る ノ イ ズ で あ っ て 呼 吸 動 作 で は な い 可 能 性 が あ る の で 、
カ ウ ン タ を リ セ ッ ト す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
次 に 、 Ｃ Ｔ が 所 定 の 回 数 Ｃ ｔ ｈ よ り 大 き い か ど う か 判 断 し （ Ｓ ７ ） 、
Ｃ Ｔ ＞ Ｃ ｔ ｈ
で あ れ ば （ Ｙ ｅ ｓ ） 呼 吸 動 作 波 形 で あ る と 判 断 し 、 人 体 が 存 在 す る こ と を 検 知 す る （ Ｓ ８
） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
上 記 の よ う に 、 信 号 レ ベ ル が 所 定 の 値 （ Ｖ ｔ ｈ １ ） よ り 大 き い と き の み カ ウ ン ト す る こ と
に よ っ て 、 外 乱 等 に よ っ て 生 ず る ノ イ ズ を 検 出 の 対 象 か ら 除 去 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
図 ６ は 、 本 発 明 に よ る 人 体 検 出 方 法 を Ａ Ｎ Ｄ 回 路 を 用 い て 示 し た 図 で あ る 。 図 ３ 示 さ れ た
フ ロ ー チ ャ ー ト の Ｓ ４ に お い て 、 Δ ｔ （ ｎ ） ＜ Ｔ ｔ ｈ で あ る と 判 断 さ れ （ Ｙ ｅ ｓ ） 、 さ ら
に 呼 吸 動 作 信 号 波 形 の ピ ー ク の レ ベ ル Ｖ （ ｎ ） が Ｖ ｔ ｈ １ よ り 大 き い 所 定 の レ ベ ル Ｖ ｔ ｈ
２ よ り 大 き い 場 合 （ Ｖ （ ｎ ） ＞ Ｖ ｔ ｈ ２ ） 、 人 体 が 存 在 す る こ と を 検 知 す る も の で あ る 。
即 ち 、 条 件 Δ ｔ （ ｎ ） ＜ Ｔ ｔ ｈ 、 及 び 条 件 Ｖ （ ｎ ） ＞ Ｖ ｔ ｈ ２ が 満 た さ れ た 場 合 、 Ａ Ｎ Ｄ
回 路 が 出 力 し 、 人 体 が 存 在 す る こ と を 検 知 す る 。 こ れ は 、 確 実 に 呼 吸 動 作 信 号 が 発 生 し て
い る 場 合 だ け を 検 出 す る た め 、 前 記 レ ベ ル Ｖ ｔ ｈ １ よ り 大 き い 所 定 の レ ベ ル Ｖ ｔ ｈ ２ よ り
信 号 の レ ベ ル が 大 き い こ と を 条 件 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
上 記 の よ う に Ｖ ｔ ｈ ２ は ｔ ｈ １ よ り 大 き く 設 定 さ れ て い る 。 図 ２ に 示 さ れ て い る Ｖ ｔ ｈ １
と Ｖ ｔ ｈ ２ の 値 は 例 示 で あ り 、 必 要 に 応 じ て 適 宜 変 更 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 ７ は 、 図 ４ 示 さ れ た フ ロ ー チ ャ ー ト の Ｓ ７ に お い て 、 Ｃ Ｔ ＞ Ｃ ｔ ｈ で あ る と 判 断 さ れ （
Ｙ ｅ ｓ ） 、 さ ら に 呼 吸 動 作 信 号 波 形 の ピ ー ク の レ ベ ル Ｖ （ ｎ ） が 所 定 の レ ベ ル Ｖ ｔ ｈ ２ よ
り 大 き い 場 合 （ Ｖ （ ｎ ） ＞ Ｖ ｔ ｈ ２ ） に 、 人 体 が 存 在 す る こ と を 検 知 す る も の で あ る 。 即
ち 、 条 件 Ｃ Ｔ ＞ Ｃ ｔ ｈ 、 及 び 条 件 Ｖ （ ｎ ） ＞ Ｖ ｔ ｈ ２ が 満 た さ れ た 場 合 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 が 出
力 し 、 人 体 が 存 在 す る こ と を 検 知 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ８ は 、 図 ５ 示 さ れ た フ ロ ー チ ャ ー ト の Ｓ ４ － １ に お い て 、 信 号 の ピ ー ク の レ ベ ル が Ｖ ｔ
ｈ １ よ り 大 き く 、 従 っ て カ ウ ン タ の カ ウ ン ト 値 が リ セ ッ ト さ れ ず 、 Ｓ ７ に お い て 、 Ｃ Ｔ ＞
Ｃ ｔ ｈ で あ る と 判 断 さ れ （ Ｙ ｅ ｓ ） 、 さ ら に 呼 吸 動 作 信 号 波 形 の ピ ー ク の レ ベ ル Ｖ （ ｎ ）
が 所 定 の レ ベ ル Ｖ ｔ ｈ ２ よ り 大 き い 場 合 （ Ｖ （ ｎ ） ＞ Ｖ ｔ ｈ ２ ） に 、 人 体 が 存 在 す る こ と
を 検 知 す る も の で あ る 。 即 ち 、 信 号 波 形 の ピ ー ク の レ ベ ル Ｖ （ ｎ ） が 所 定 の レ ベ ル Ｖ ｔ ｈ
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１ よ り 大 き く 、 従 っ て カ ウ ン タ の カ ウ ン ト 値 が リ セ ッ ト さ れ ず 、 か つ 条 件 Ｃ Ｔ ＞ Ｃ ｔ ｈ 、
及 び 条 件 Ｖ （ ｎ ） ＞ Ｖ ｔ ｈ ２ が 満 た さ れ た 場 合 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 が 出 力 し 、 人 体 が 存 在 す る こ
と を 検 知 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
図 ７ と 異 な る 点 は 、 Ｃ Ｔ ＞ Ｃ ｔ ｈ と な る た め に Ｖ （ ｎ ） ＞ Ｖ ｔ ｈ １ が 満 た さ れ て い る こ と
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
図 ９ は 、 図 ３ － 図 ５ に 示 さ れ た フ ロ ー チ ャ ー ト で 説 明 し た 以 下 の 条 件 を 組 み 合 わ せ て 人 体
の 検 知 を す る 方 法 を 示 し た 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
＜ 条 件 ＞
（ １ ） 　 Δ ｔ （ ｎ ） ＜ Ｔ ｔ ｈ
（ ２ ） 　 Ｖ （ ｎ ） ＞ Ｖ ｔ ｈ １
（ ３ ） 　 Ｖ （ ｎ ） ＞ Ｖ ｔ ｈ ２
呼 吸 動 作 は 吸 気 と 呼 気 が 交 互 に 繰 り 返 さ れ る た め 、 呼 吸 動 作 の 信 号 波 形 は 図 ２ に 示 さ れ て
い る よ う に プ ラ ス と マ イ ナ ス の 振 幅 を 有 す る 。 図 ９ に お い て 、 上 半 分 は 図 ２ に 示 さ れ た 呼
吸 動 作 の 信 号 波 形 の プ ラ ス 側 の 波 形 の ピ ー ク に 基 づ い て 人 体 の 検 知 を す る 方 法 を 示 し た も
の で あ り 、 下 半 分 は 上 記 信 号 波 形 の マ イ ナ ス 側 の 波 形 の ピ ー ク に 基 づ い て 人 体 の 検 知 を す
る 方 法 を 示 し た も の で あ る 。 図 ９ を 参 照 し て 、 人 体 検 知 の 方 法 を 以 下 に 記 載 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
ま ず 、 プ ラ ス 側 の 波 形 の ピ ー ク の 時 間 か ら 、 　 Δ ｔ （ ｎ ） ＜ Ｔ ｔ ｈ で あ る か ど う か 判 断 し
（ Ｓ ｐ １ ） 、 次 に プ ラ ス 側 の 波 形 の ピ ー ク の レ ベ ル か ら 　 Ｖ （ ｎ ） ＞ Ｖ ｔ ｈ １ で あ る か ど
う か 判 断 す る （ Ｓ ｐ ２ ） 。 こ れ ら ２ つ の 条 件 を 満 た し た 場 合 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 （ Ｓ ｐ ３ ） が 出 力
し 、 カ ウ ン タ に よ っ て カ ウ ン ト さ れ 、 所 定 の 回 数 カ ウ ン ト さ れ た と き （ Ｓ ｐ ４ ） に ホ ー ル
ド さ れ る 。 な お 、 こ の 実 施 例 に お い て ホ ー ル ド す る の は 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 に 出 力 す る と き に ２
つ の 出 力 （ Ｓ ｐ ４ と Ｓ ｐ ７ ） の タ イ ミ ン グ が ズ レ て 出 力 が 重 な ら な く な り 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 か
ら 出 力 さ れ な く な る の を 避 け る た め で あ る 。 ホ ー ル ド さ れ る と （ Ｓ ｐ ５ ） 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 （
Ｓ ｐ ９ ） の 条 件 の １ つ が 成 立 す る 。 一 方 、 プ ラ ス 側 の 波 形 の ピ ー ク の レ ベ ル か ら 、 　 Ｖ （
ｎ ） ＞ Ｖ ｔ ｈ ２ で あ る か ど う か 判 断 さ れ （ Ｓ ｐ ６ ） 、 Ｙ ｅ ｓ で あ れ ば カ ウ ン タ に よ っ て カ
ウ ン ト さ れ 、 所 定 の 回 数 カ ウ ン ト さ れ た と き （ Ｓ ｐ ７ ） に ホ ー ル ド さ れ る 。 ホ ー ル ド さ れ
る と （ Ｓ ｐ ８ ） 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 （ Ｓ ｐ ９ ） の も う １ つ の 条 件 が 成 立 す る 。 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 の ２ つ
の 条 件 が 成 立 す る と ホ ー ル ド さ れ （ Ｓ ｐ １ ０ ） 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 （ Ｓ １ １ ） の 条 件 の １ つ が 成
立 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
次 に 、 マ イ ナ ス 側 の 波 形 の ピ ー ク の 時 間 か ら 、 　 Δ ｔ （ ｎ ） ＜ Ｔ ｔ ｈ で あ る か ど う か 判 断
し （ Ｓ ｍ １ ） 、 次 に 　 マ イ ナ ス 側 の 波 形 の ピ ー ク の レ ベ ル か ら 　 Ｖ （ ｎ ） ＞ Ｖ ｔ ｈ １ で あ
る か ど う か 判 断 す る （ Ｓ ｍ ２ ） 。 こ れ ら ２ つ の 条 件 を 満 た し た 場 合 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 （ Ｓ ｍ ３ ）
が 出 力 し 、 カ ウ ン タ に よ っ て カ ウ ン ト さ れ 、 所 定 の 回 数 カ ウ ン ト さ れ た と き （ Ｓ ｍ ４ ） に
ホ ー ル ド さ れ る 。 ホ ー ル ド が さ れ る と （ Ｓ ｍ ５ ） 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 （ Ｓ ｍ ９ ） の 条 件 の １ つ が
成 立 す る 。 一 方 、 マ イ ナ ス 側 の 波 形 の 振 幅 か ら 、 　 Ｖ （ ｎ ） ＞ Ｖ ｔ ｈ ２ で あ る か ど う か 判
断 さ れ （ Ｓ ｍ ６ ） 、 Ｙ ｅ ｓ で あ れ ば カ ウ ン タ に よ っ て カ ウ ン ト さ れ 、 所 定 の 回 数 カ ウ ン ト
さ れ た と き （ Ｓ ｍ ７ ） に ホ ー ル ド さ れ る 。 ホ ー ル ド さ れ る と （ Ｓ ｍ ８ ） 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 （ Ｓ
ｍ ９ ） の も う １ つ の 条 件 が 成 立 す る 。 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 の ２ つ の 条 件 が 成 立 す る と ホ ー ル ド さ れ
（ Ｓ ｍ １ ０ ） 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 （ Ｓ １ １ ） の 条 件 の も う １ つ が 成 立 す る 。 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 に お い て
２ つ の 条 件 が 成 立 し た と き 、 人 体 が 存 在 す る こ と が 検 知 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
上 記 説 明 で は Ａ Ｎ Ｄ 回 路 （ Ｓ １ １ ） に お い て ２ つ の 条 件 が 成 立 し た 場 合 の み 人 体 の 存 在 を
検 知 し た が 、 Ａ Ｎ Ｄ 回 路 （ Ｓ ｐ ９ 又 は Ｓ ｍ ９ ） の い ず れ か 一 方 が 出 力 し た 場 合 に 人 体 の 存
在 を 検 知 し て も よ い 。 な お 、 上 記 説 明 に お い て 、 Δ ｔ （ ｎ ） 及 び Ｖ （ ｎ ） は い ず れ も 絶 対
値 を 用 い て い る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
図 １ ０ は 本 発 明 に よ る 人 体 検 出 方 法 を フ ロ ー チ ャ ー ト で 示 し た も の で 、 ピ ー ク 間 の 時 間 が
所 定 の 回 数 、 所 定 の 時 間 の 範 囲 内 に あ る 場 合 に 、 呼 吸 動 作 に よ る 信 号 で あ る と 判 断 し 、 人
体 の 存 在 を 検 出 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
図 １ ０ に お い て 、 ま ず 呼 吸 動 作 に よ る 信 号 の ピ ー ク 時 の 時 間 Ｔ （ ｎ ） を 検 出 す る （ Ｓ １ ）
。 次 に 、 ピ ー ク 間 の 時 間 Δ Ｔ （ ｎ ） ＝ Ｔ （ ｎ ） － Ｔ （ ｎ － １ ） を 計 算 す る （ Ｓ ２ ） 。 そ し
て 、 ピ ー ク 間 の 時 間 Δ Ｔ （ ｎ ） が 所 定 の 時 間 間 隔 の 範 囲 内 に あ る か ど う か 判 断 す る （ Ｓ ３
） 。 例 え ば 、 所 定 の 時 間 間 隔 の 下 限 を Ｔ ｔ ｈ ａ と し 、 上 限 を Ｔ ｔ ｈ ｂ と し 、
Ｔ ｔ ｈ ａ ＜ Δ Ｔ （ ｎ ） ＜ Ｔ ｔ ｈ ｂ
で あ れ ば （ Ｙ ｅ ｓ ） 、 カ ウ ン タ ー の カ ウ ン ト 値 Ｃ Ｔ を 、 Ｃ Ｔ ＝ Ｃ Ｔ ｎ ＋ １ と す る （ Ｓ ４ ）
。 一 方 、 Ｓ ３ に お い て 、
Ｔ ｔ ｈ ａ ＜ Δ Ｔ （ ｎ ） ＜ Ｔ ｔ ｈ ｂ
で な け れ ば （ Ｎ ｏ ） 、 カ ウ ン タ ー の カ ウ ン ト 値 Ｃ Ｔ を リ セ ッ ト し 、 Ｃ Ｔ ＝ ０ と す る （ Ｓ ５
） 。 次 に 、 Ｃ Ｔ が 所 定 の 回 数 Ｃ ｔ ｈ よ り 大 き い か ど う か 判 断 し （ Ｓ ６ ） 、
Ｃ Ｔ ＞ Ｃ ｔ ｈ
で あ れ ば （ Ｙ ｅ ｓ ） 呼 吸 動 作 の 波 形 で あ る と 判 断 し 、 人 体 が 存 在 す る こ と を 検 知 す る （ Ｓ
７ ） 。
〔 実 施 例 ２ 〕
実 施 例 １ で は 、 呼 吸 動 作 の 信 号 波 形 の ピ ー ク 時 間 を 検 出 し た が 、 実 施 例 ２ で は 呼 吸 動 作 の
信 号 波 形 の 立 ち 上 が り （ 又 は 立 下 り ） の 時 間 を 検 出 し 、 人 体 の 存 在 を 検 出 す る も の で あ る
。
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 １ １ は 図 ２ と 同 様 、 人 間 の 呼 吸 動 作 の 信 号 波 形 を 示 し た も の で あ る 。 横 軸 は 時 間 （ 秒 ）
で あ り 、 縦 軸 は 呼 吸 の 動 作 を 検 出 し 電 圧 （ Ｖ ） で 表 し た も の で あ る 。 図 ２ と 異 な る の は 、
信 号 波 形 の 立 ち 上 が り の 時 間 Ｔ ｕ （ ｎ ） を 検 出 し て い る 点 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
図 １ ２ は 実 施 例 ２ に よ る 人 体 検 出 方 法 を フ ロ ー チ ャ ー ト で 示 し た も の で あ る 。 図 １ ２ に お
い て 、 信 号 波 形 の 立 ち 上 が り の 時 間 Ｔ ｕ （ ｎ ） を 検 出 す る （ Ｓ １ ） 。 次 に 立 ち 上 が り 時 間
の 時 間 間 隔 Δ Ｔ ｕ （ ｎ ） ＝ Ｔ ｕ （ ｎ ） － Ｔ ｕ （ ｎ － １ ） を 計 算 す る （ Ｓ ２ ） 。 そ し て 、 立
ち 上 が り 時 間 の 時 間 間 隔 の 差 Δ ｔ ｕ （ ｎ ） を 計 算 す る （ Ｓ ３ ） 。 立 ち 上 が り 時 間 の 時 間 間
隔 の 差 Δ ｔ ｕ は Δ Ｔ ｕ （ ｎ ） の 差 で あ る か ら 、 以 下 の よ う に し て 求 め る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
Δ ｔ ｕ （ ｎ ） ＝ ｜ Δ Ｔ ｕ （ ｎ ） － Δ Ｔ ｕ （ ｎ － １ ） ｜ 　 （ 絶 対 値 ）
こ こ で 、
Δ Ｔ ｕ （ ｎ ） ＝ Ｔ ｕ （ ｎ ） － Ｔ ｕ （ ｎ － １ ） 、
Δ Ｔ ｕ （ ｎ － １ ） ＝ Ｔ ｕ （ ｎ － １ ） － Ｔ ｕ （ ｎ － ２ ）
で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
次 に 、 Δ ｔ ｕ （ ｎ ） が 所 定 の 閾 値 Ｔ ｕ ｔ ｈ よ り 小 さ い か ど う か 判 断 さ れ る （ Ｓ ４ ） 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
Δ ｔ ｕ （ ｎ ） ＜ Ｔ ｕ ｔ ｈ
で あ れ ば （ Ｙ ｅ ｓ ） カ ウ ン タ ー の カ ウ ン ト 値 Ｃ Ｔ を Ｃ Ｔ ＝ Ｃ Ｔ ｎ ＋ １ と す る （ Ｓ ５ ） 。 一
方 、 Ｓ ４ に お い て 、
Δ ｔ ｕ （ ｎ ） ＜ Ｔ ｕ ｔ ｈ
で な け れ ば （ Ｎ ｏ ） 、 カ ウ ン タ ー の カ ウ ン ト 値 Ｃ Ｔ を リ セ ッ ト し 、 Ｃ Ｔ ＝ ０ と す る （ Ｓ ６
） 。 次 に 、 Ｃ Ｔ が 所 定 の 回 数 Ｃ ｔ ｈ よ り 大 き い か ど う か 判 断 し （ Ｓ ７ ） 、
Ｃ Ｔ ＞ Ｃ ｔ ｈ
で あ れ ば （ Ｙ ｅ ｓ ） 呼 吸 動 作 波 形 で あ る と 判 断 し 、 人 体 が 存 在 す る こ と を 検 知 す る （ Ｓ ８
） 。
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【 ０ ０ ４ １ 】
な お 、 上 記 フ ロ ー チ ャ ー ト で は 信 号 の 立 ち 上 が り の 時 間 Ｔ ｕ （ ｎ ） を 検 出 し て い る が 、 信
号 の 立 下 り 時 間 Ｔ ｄ （ ｎ ） を 検 出 し て も よ い 。 ま た 、 上 記 説 明 で は 信 号 の プ ラ ス 側 の 波 形
を 用 い て い る が 、 マ イ ナ ス 側 の 波 形 を 用 い て も よ い 。
〔 実 施 例 ３ 〕
実 施 例 １ で は 、 呼 吸 動 作 の 信 号 波 形 の ピ ー ク 時 間 を 検 出 し 、 実 施 例 ２ で は 呼 吸 動 作 の 信 号
波 形 の 立 ち 上 が り （ 又 は 立 下 り ） の 時 間 を 検 出 し た が 、 実 施 例 ３ で は 、 呼 吸 動 作 の 信 号 波
形 の 幅 の 時 間 （ 立 ち 上 が り と 立 下 り の 時 間 間 隔 ） を 検 出 し 人 体 の 存 在 を 検 知 す る も の で あ
る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
図 １ ３ は 図 ２ と 同 様 、 人 間 の 呼 吸 動 作 の 信 号 波 形 を 示 し た も の で あ る 。 横 軸 は 時 間 （ 秒 ）
で あ り 、 縦 軸 は 呼 吸 の 動 作 を 検 出 し 電 圧 （ Ｖ ） で 表 し た も の で あ る 。 図 ２ と 異 な る の は 、
信 号 波 形 の 幅 の 時 間 Δ Ｔ ｕ ｄ （ ｎ ） を 検 出 し て い る 点 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
図 １ ４ は 実 施 例 ３ に よ る 人 体 検 出 方 法 を フ ロ ー チ ャ ー ト で 示 し た も の で あ る 。 図 １ ４ に お
い て 、 信 号 波 形 の 立 ち 上 が り の 時 間 Ｔ ｕ （ ｎ ） を 検 出 す る （ Ｓ １ ） 。 次 に 信 号 波 形 の 立 ち
下 が り 時 間 Ｔ ｄ （ ｎ ） を 検 出 す る （ Ｓ ２ ） 。 そ し て 、 信 号 波 形 の 立 ち 上 が り の 時 間 Ｔ ｕ （
ｎ ） と 立 ち 下 が り 時 間 Ｔ ｄ （ ｎ ） の 間 の 時 間 間 隔 （ 以 下 、 「 信 号 波 形 の 幅 」 と 記 す 。 ） Δ
Ｔ ｕ ｄ （ ｎ ） を 以 下 の よ う に 計 算 す る （ Ｓ ３ ） 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
Δ Ｔ ｕ ｄ （ ｎ ） ＝ Ｔ ｄ （ ｎ ） － Ｔ ｕ （ ｎ ）
上 記 の よ う に 各 信 号 波 形 の 幅 を 求 め 、 信 号 波 形 の 幅 の 差 Δ ｔ ｕ ｄ （ ｎ ） を 以 下 の よ う に 求
め る （ Ｓ ４ ） 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
Δ ｔ ｕ ｄ （ ｎ ） ＝ ｜ Δ Ｔ ｕ ｄ （ ｎ ） － Δ Ｔ ｕ ｄ （ ｎ － １ ） ｜
そ し て 、 Δ ｔ ｕ ｄ （ ｎ ） が 所 定 の 値 Ｔ ｕ ｄ ｔ ｈ よ り 小 さ い か ど う か 判 断 す る （ Ｓ ６ ） 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
Δ ｔ ｕ ｄ （ ｎ ） ＜ Ｔ ｕ ｄ ｔ ｈ
で あ れ ば （ Ｙ ｅ ｓ ） 、 カ ウ ン タ ー の カ ウ ン ト 値 Ｃ Ｔ を 、 Ｃ Ｔ ＝ Ｃ Ｔ ｎ ＋ １ と す る （ Ｓ ６ ）
。 一 方 、 Ｓ ５ に お い て 、
Δ ｔ ｕ （ ｎ ） ＜ Ｔ ｕ ｄ ｔ ｈ
で な け れ ば （ Ｎ ｏ ） 、 カ ウ ン タ ー の カ ウ ン ト 値 Ｃ Ｔ を リ セ ッ ト し 、 Ｃ Ｔ ＝ ０ と す る （ Ｓ ７
） 。 次 に 、 Ｃ Ｔ が 所 定 の 回 数 Ｃ ｔ ｈ よ り 大 き い か ど う か 判 断 し （ Ｓ ８ ） 、
Ｃ Ｔ ＞ Ｃ ｔ ｈ
で あ れ ば （ Ｙ ｅ ｓ ） 呼 吸 動 作 波 形 で あ る と 判 断 し 、 人 体 が 存 在 す る こ と を 検 知 す る （ Ｓ ９
） 。
〔 実 施 例 ４ 〕
実 施 例 １ で は 、 呼 吸 動 作 の 信 号 波 形 の ピ ー ク 時 間 を 検 出 し た が 、 実 施 例 ４ で は 、 呼 吸 動 作
の 信 号 波 形 の プ ラ ス の ピ ー ク と マ イ ナ ス の ピ ー ク の 時 間 を 検 出 し 、 プ ラ ス の ピ ー ク か ら マ
イ ナ ス の ピ ー ク ま で の 時 間 、 及 び マ イ ナ ス の ピ ー ク か ら プ ラ ス の ピ ー ク ま で の 時 間 を 計 算
し 、 プ ラ ス の ピ ー ク か ら 次 の プ ラ ス の ピ ー ク ま で の 時 間 に 対 す る プ ラ ス の ピ ー ク か ら マ イ
ナ ス の ピ ー ク ま で の 時 間 の 比 率 を 計 算 し 、 人 体 の 存 在 を 検 知 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
図 １ ５ は 図 ２ と 同 様 、 人 間 の 呼 吸 動 作 の 信 号 波 形 を 示 し た も の で あ る 。 横 軸 は 時 間 （ 秒 ）
で あ り 、 縦 軸 は 呼 吸 の 動 作 を 検 出 し 電 圧 （ Ｖ ） で 表 し た も の で あ る 。 図 ２ と 異 な る の は 、
信 号 波 形 の プ ラ ス の ピ ー ク と マ イ ナ ス の ピ ー ク の 時 間 を 検 出 し て い る 点 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
図 １ ６ は 実 施 例 ４ に よ る 人 体 検 出 方 法 を フ ロ ー チ ャ ー ト で 示 し た も の で あ る 。 図 １ ６ に お
い て 、 信 号 波 形 プ ラ ス の ピ ー ク 時 間 Ｔ ｐ （ ｎ ） を 検 出 し （ Ｓ １ ） 、 マ イ ナ ス の ピ ー ク （ ボ
ト ム ） 時 間 Ｔ ｂ （ ｎ ） を 検 出 す る （ Ｓ ２ ） 。 次 に プ ラ ス の ピ ー ク か ら マ イ ナ ス の ピ ー ク ま
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で の 時 間 Δ Ｔ ｐ ｂ （ ｎ ） 、 及 び マ イ ナ ス の ピ ー ク か ら プ ラ ス の ピ ー ク ま で の 時 間 Δ Ｔ ｂ ｐ
（ ｎ ） を 以 下 の よ う に 計 算 す る （ Ｓ ２ ） 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
Δ Ｔ ｐ ｂ （ ｎ ） ＝ Ｔ ｂ （ ｎ ） － Ｔ ｐ （ ｎ ）
Δ Ｔ ｂ ｐ （ ｎ ） ＝ Ｔ ｐ （ ｎ ） － Ｔ ｂ （ ｎ ）
次 に プ ラ ス の ピ ー ク か ら 次 の プ ラ ス の ピ ー ク ま で の 時 間 に 対 す る プ ラ ス の ピ ー ク か ら マ イ
ナ ス の ピ ー ク ま で の 時 間 の 比 率 を 以 下 の よ う に 計 算 す る （ Ｓ ４ ） 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
Δ Ｔ α （ ｎ ） ＝ Δ Ｔ ｐ ｂ （ ｎ ） ／ （ Δ Ｔ ｐ ｂ （ ｎ ） ＋ Δ Ｔ ｂ ｐ （ ｎ ） ）
そ し て 、 Δ Ｔ α （ ｎ ） が 所 定 の 範 囲 で あ る か ど う か 以 下 に 示 す 式 に よ っ て 判 断 す る （ Ｓ ５
） 。
【 ０ ０ ５ １ 】
Ｔ α ｌ ＜ Δ Ｔ α （ ｎ ） ＜ Ｔ α ｈ 　 （ Ｔ α ｌ は 比 率 の 下 限 値 、 Ｔ α ｈ は 比 率 の 上 限 値 ）
Ｓ ５ で Ｙ ｅ ｓ で あ れ ば 、 カ ウ ン タ ー の カ ウ ン ト 値 Ｃ Ｔ を 、 Ｃ Ｔ ＝ Ｃ Ｔ ｎ ＋ １ と す る （ Ｓ ６
） 。 一 方 、 Ｓ ５ に お い て 、 Ｎ ｏ で あ れ ば 、 カ ウ ン タ ー の カ ウ ン ト 値 Ｃ Ｔ を リ セ ッ ト し 、 Ｃ
Ｔ ＝ ０ と す る （ Ｓ ７ ） 。 次 に 、 Ｃ Ｔ が 所 定 の 回 数 Ｃ ｔ ｈ よ り 大 き い か ど う か 判 断 し （ Ｓ ８
） 、
Ｃ Ｔ ＞ Ｃ ｔ ｈ
で あ れ ば （ Ｙ ｅ ｓ ） 呼 吸 動 作 波 形 で あ る と 判 断 し 、 人 体 が 存 在 す る こ と を 検 知 す る （ Ｓ ９
） 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
な お 、 上 記 説 明 で は 、 プ ラ ス の ピ ー ク 間 の 時 間 間 隔 に 対 す る プ ラ ス の ピ ー ク か ら マ イ ナ ス
の ピ ー ク ま で の 時 間 の 比 率 を 求 め た が 、 プ ラ ス の ピ ー ク 間 の 時 間 間 隔 に 対 す る マ イ ナ ス の
ピ ー ク か ら プ ラ ス の ピ ー ク ま で の 時 間 の 比 率 を 求 め て も よ い 。 さ ら に 、 マ イ ナ ス の ピ ー ク
間 の 時 間 間 隔 に 対 す る プ ラ ス の ピ ー ク か ら マ イ ナ ス の ピ ー ク ま で の 時 間 、 又 は マ イ ナ ス の
ピ ー ク か ら プ ラ ス の ピ ー ク ま で の 時 間 の 比 率 を 求 め て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
図 １ ７ は 、 図 ３ 示 さ れ た フ ロ ー チ ャ ー ト の Ｓ ４ に お い て 、 Δ ｔ （ ｎ ） ＜ Ｔ ｔ ｈ で あ る と 判
断 さ れ （ Ｙ ｅ ｓ ） 、 さ ら に 図 １ ６ の 比 率 Δ Ｔ α （ ｎ ） が 、 Ｔ α ｌ ＜ Δ Ｔ α （ ｎ ） ＜ Ｔ α ｈ
で あ る 場 合 に 人 体 が 存 在 す る こ と を 検 知 す る も の で あ る 。 即 ち 、 条 件 Δ ｔ （ ｎ ） ＜ Ｔ ｔ ｈ
、 及 び 条 件 Ｔ α ｌ ＜ Δ Ｔ α （ ｎ ） ＜ Ｔ α ｈ が 満 た さ れ た と き に Ａ Ｎ Ｄ 回 路 が 出 力 し 、 人 体
が 存 在 す る こ と を 検 知 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
図 １ ８ は 、 図 ４ 示 さ れ た フ ロ ー チ ャ ー ト の Ｓ ７ に お い て 、 Ｃ Ｔ ＞ Ｃ ｔ ｈ で あ る と 判 断 さ れ
（ Ｙ ｅ ｓ ） 、 さ ら に 図 １ ６ の 比 率 Δ Ｔ α （ ｎ ） が 、 Ｔ α ｌ ＜ Δ Ｔ α （ ｎ ） ＜ Ｔ α ｈ で あ る
場 合 に 人 体 が 存 在 す る こ と を 検 知 す る も の で あ る 。 即 ち 、 条 件 Δ ｔ （ ｎ ） ＜ Ｔ ｔ ｈ 、 及 び
条 件 Ｔ α ｌ ＜ Δ Ｔ α （ ｎ ） ＜ Ｔ α ｈ が 満 た さ れ た と き Ａ Ｎ Ｄ 回 路 が 出 力 し 、 人 体 が 存 在 す
る こ と を 検 知 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 呼 吸 動 作 信 号 の 波 形 の ピ ー ク 間 の 時 間 の 差 （ Δ ｔ （ ｎ ） ） を 求 め 、 該 差
に 基 づ い て 人 体 の 存 在 を 検 知 し て い る の で 、 人 に よ っ て 呼 吸 周 期 の バ ラ ツ キ が あ っ て も 正
確 に 呼 吸 動 作 で あ る か ど う か が 判 断 で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
ま た 、 ピ ー ク 間 の 時 間 の 差 （ Δ ｔ （ ｎ ） ） が 所 定 の 値 （ Ｔ ｔ ｈ ） よ り 小 さ い 回 数 を カ ウ ン
タ に よ り カ ウ ン ト し 、 カ ウ ン ト 数 が 所 定 回 数 （ Ｃ ｔ ｈ ） よ り 多 い 場 合 呼 吸 動 作 で あ る と 判
断 し 、 人 体 の 存 在 を 検 知 し て い る の で 、 確 実 に 人 体 の 存 在 を 検 知 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
ま た 、 ピ ー ク の レ ベ ル が 所 定 の レ ベ ル （ Ｖ ｔ ｈ １ ） よ り 大 き く な い 場 合 、 カ ウ ン タ を リ セ
ッ ト す る こ と に よ り 、 呼 吸 以 外 の 外 乱 等 に よ る 誤 っ た 検 出 を 避 け る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ５ ８ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 呼 吸 動 作 信 号 の 波 形 の 幅 の 時 間 の 差 （ Δ ｔ ｕ ｄ （ ｎ ） ） を 求 め 、 該 差 に
基 づ い て 人 体 の 存 在 を 検 知 し て い る の で 、 人 に よ っ て 呼 吸 周 期 の バ ラ ツ キ が あ っ て も 正 確
に 呼 吸 動 作 で あ る か ど う か が 判 断 で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 呼 吸 動 作 信 号 の 波 形 の プ ラ ス の ピ ー ク と マ イ ナ ス の ピ ー ク の 時 間 を 検 出
し 、 前 記 プ ラ ス の ピ ー ク か ら 次 の プ ラ ス の ピ ー ク ま で の 時 間 に 対 す る プ ラ ス の ピ ー ク か ら
マ イ ナ ス の ピ ー ク ま で の 時 間 又 は マ イ ナ ス の ピ ー ク か ら プ ラ ス の ピ ー ク ま で の 時 間 の 比 率
を 求 め 、 該 比 率 に 基 づ い て 人 体 の 存 在 を 検 知 し て い る の で 、 人 に よ っ て 呼 吸 周 期 の バ ラ ツ
キ が あ っ て も 正 確 に 呼 吸 動 作 で あ る か ど う か が 判 断 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 車 両 内 人 体 検 知 方 法 に 用 い る 人 体 検 知 装 置 の 一 例 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 人 体 検 知 装 置 に よ っ て 得 ら れ た 人 間 の 呼 吸 動 作 の 信 号 波 形 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 人 体 検 知 方 法 を フ ロ ー チ ャ ー ト で 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に よ る 人 体 検 知 方 法 を フ ロ ー チ ャ ー ト で 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ４ に 示 し た フ ロ ー チ ャ ー ト の 変 形 例 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 に よ る 人 体 検 知 方 で あ っ て 、 ２ つ の 条 件 が 満 た さ れ た と き に 人 体 を 検 知 す
る 方 法 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に よ る 人 体 検 知 方 で あ っ て 、 ２ つ の 条 件 が 満 た さ れ た と き に 人 体 を 検 知 す
る 方 法 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 に よ る 人 体 検 知 方 で あ っ て 、 ２ つ の 条 件 が 満 た さ れ た と き に 人 体 を 検 知 す
る 方 法 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 に よ る 人 体 検 知 方 で あ っ て 、 複 数 の 条 件 が 満 た さ れ た と き に 人 体 を 検 知 す
る 方 法 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 に よ る 人 体 検 知 方 法 を フ ロ ー チ ャ ー ト で 示 し た 図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 人 体 検 知 装 置 に よ っ て 得 ら れ た 人 間 の 呼 吸 動 作 の 信 号 波 形 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 に よ る 人 体 検 知 方 法 を フ ロ ー チ ャ ー ト で 示 し た 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 人 体 検 知 装 置 に よ っ て 得 ら れ た 人 間 の 呼 吸 動 作 の 信 号 波 形 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 本 発 明 に よ る 人 体 検 知 方 法 を フ ロ ー チ ャ ー ト で 示 し た 図 で あ る 。
【 図 １ ５ 】 人 体 検 知 装 置 に よ っ て 得 ら れ た 人 間 の 呼 吸 動 作 の 信 号 波 形 を 示 し た 図 で あ る 。
【 図 １ ６ 】 本 発 明 に よ る 人 体 検 知 方 法 を フ ロ ー チ ャ ー ト で 示 し た 図 で あ る 。
【 図 １ ７ 】 本 発 明 に よ る 人 体 検 知 方 で あ っ て 、 ２ つ の 条 件 が 満 た さ れ た と き に 人 体 を 検 知
す る 方 法 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 図 １ ８ 】 本 発 明 に よ る 人 体 検 知 方 で あ っ て 、 ２ つ の 条 件 が 満 た さ れ た と き に 人 体 を 検 知
す る 方 法 を 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ … セ ン サ 部
１ １ … 発 振 部
１ ２ … 送 信 部
Ｔ Ａ … 送 信 ア ン テ ナ
Ｒ Ａ … 受 信 ア ン テ ナ
１ ３ … 受 信 部
１ ４ … ミ キ サ
２ … フ ィ ル タ 部
３ … Ａ ／ Ｄ 変 換 部
４ … 信 号 処 理 部
５ … 警 報 器
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】

【 図 １ ８ 】
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摘要(译)

要解决的问题：使用呼吸运动信号检测车辆中是否存在人体。 检测由呼
吸引起的胸部运动，获得由电信号表示的呼吸运动信号，基于该信号的
波形来确定该运动是否为呼吸运动，如果为呼吸运动，则人体 以检测是
否存在。 那时，应避免由干扰产生的噪声被包括在信号中并被错误地检
测到。 [选择图]图4
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